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質疑応答 
質問者① 株式会社スペースゲート 斎藤様 
 発表ありがとうございます。筑波のイオンエンジンチャンバの経験からお話しさせてい
ただくんですが、このチャンバはイオンそのものの回収というのはされないで、全部クライ
オポンプで吸着して後は再生して大気に出してしまう、そういう考え方になっているんで
しょうか？ 
 
発表者 
 実は回収装置を実際に導入して運用しております。クライオポンプに溜め込んだキセノ
ンを回収装置の方にもう一度ポンプで流し込んで回収しております。ただ実態として、出し
たキセノンを全て回収しているという運用にはなっていません。回収にそれなりに時間が
かかる為、回収をしている分だけ試験が進みません。またキセノンが非常に高価なのでコス
トとスケジュールとのトレードオフになっています。 
 
質問者① 
 分かりました。筑波の場合は結構トラブルが多くて、回収率が非常に悪かったのですが、
しかし、今日のお話しを聞いていると安定して動いているみたいなので、上手くやれば回収
できるのかなと思いました。ありがとうございます。 
 
発表者 
 ありがとうございます。ホールスラスタはイオンエンジンと比べてちょっと流量が多い
というのもあって、比較的やり易いのだとは思います。 
 
質問者② 三菱電機株式会社 吉田様 
 ご講演どうもありがとうございました。私たちも熱衝撃を作るような装置で海外の液体
窒素を使う装置を使っているんですけれども、やはり凄く故障が多くて、その度に海外から
呼んできて何か月も装置が止まってしまうということがありまして、とても興味深く聞か
せていただきました。で、コストなんですけれども導入コストとかいっぱいポンプがいると
思うんですけど、そういう設備の大きさとか、講演資料の 11 ページでは「中」とか「小」
とか書いてありますが大体何倍くらいかかるものですか？ 
 
発表者 
 少なくとも今はっきりと言えることは、我々の試算の中では運転コストが、コストのカテ
ゴリの中では非常に大きくて、運転コストだけで比較しますと LN2使用型に比べて大体 4
分の 1 かそれくらいでした。というところで、記憶ベースになってしまうんですけれども
運転コストがとにかく安いもので、保守とか初期コストを考えたとしても 1、２年で恐らく
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元が取れそうだなという様な試算があって、それに基づいてこのような選択をしたと記憶
しております。 
 
質問者② 
 ありがとうございます。ここに書いてあるような 1 万時間を超えるとお得になるという
ことでよろしいでしょうか？ 
 
発表者 
 そうですね。1万なのか 5千なのか 3千なのかその辺りはあると思うんですけれど、数千
時間動かせば得になってくるという様なイメージで正しいと思います。 
 
質問者② 
 量にもよると思うんですけれども。ありがとうございました。 
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